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【特集】アメリカの構造的差別を問う―歴史とその実態（1）

 特集にあたって 南　修平 1

 カラーラインの形成と「新移民」
 　―20世紀前半のアメリカ人種社会 中野耕太郎 4

 アメリカ合衆国における制限的不動産約款の廃止
 　―1948年「シェリー対クレーマー」判決の影響 武井　寛 21

 アファーマティヴ・アクションはアジア系差別か
 　―「公平な入試」論争とアメリカの人種秩序 南川文里 36

 「表現という剣」―ワッツ・ライターズ・ワークショップと
 　ロスアンジェルスにおける制度的人種差別との闘い 土屋和代 49

■論　文
 厚生労働省老健局長のキャリアパス分析 近藤貴明 63

■書評と紹介
 福元真由美著『都市に誕生した保育の系譜』 沢山美果子 82

社会・労働関係文献月録  87

月例研究会 金子龍司 92

所　報　2021年11月  94

Special Issue : �inking of Structural Racism in the United States 
    　　: History and the Realities（1）
    Introduction to the Special Issue ............................................................MINAMI Shuhei

    Color Line Demarcation and the “New Immigrants” : 
    　　American Racial Society in the First Half of the 20th Century..... NAKANO Kotaro

    Abolishing Restrictive Covenants in the United States : 
    　　�e Impact of 1948 Shelley v. Kraemer Decision ................................ TAKEI Hiroshi

    Is A�rmative Action Racial Discrimination against Asian Americans?
    　　 ....................................................................................... MINAMIKAWA Fuminori

    “�e Sword of Expression” : �e Watts Writers Workshop in the Struggle 
    　　against Systemic Racism in Los Angeles..................................... TSUCHIYA Kazuyo

Article

    A Career-Path Analysis on Chief of Health and Welfare Bureau for Elderly of 
    　　Ministry of Health, Labour and Welfare........................................ KONDO Takaaki

Book Review
    FUKUMOTO Mayumi, Genealogy of Kindergartens and Day Nurseries in Urban 
    　　Areas in Japan: Associationism and the Suburban Utopia............ SAWAYAMA Mikako

Bibliography of Publication on Labour and Social Issues

Monthly Research Meeting ..........................................................................KANEKO Ryoji
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◆ポストコロナ時代における児童養護施設の課題
………………………………………………堀場純矢

◆コロナ禍で苦しむ女性たちの声に耳を澄まして
………………………………………………倉重　都

◆芸術は生きる喜び，明日への力 …………紫雲幸一

◆巻頭言　101年目の挑戦―労研の役割とあり方①
………………………………………………濱野　潤

◆凡夫の安全衛生記・59　「予防できるとの期待」
歯の健康の取り組み ………………………福成雄三

◆漂流者たち―クミジョの肖像・10 ………本田一成
◆大原孫三郎と志水安三・8 …………………兼田麗子
◆芸能従事者は今・7 ………………………森崎めぐみ
◆ＩＬＯインド・南アジアこぼれ話・9 ……川上　剛
◆「＃教師のバトン」で伝わる教職員の過酷な勤務
環境・8 ………………………………………藤川伸治

◆チャレンジ！ SDGs・8 ……………………泉　貴嗣
◆雲仙・普賢岳噴火災害から30年，今こそ「記録」
を伝えたい・3 ………………………………松下英爾
◆Talk  to  Talk …………………………………肝付邦憲

【特集】コロナ禍に負けない生き方を目指して　

序　章　 政治・経済の動向と労働問題の焦点
≪特集1≫　コロナ禍の雇用・暮らしへの影響と
　　　　　　　　その構造的背景・政策課題
≪特集2≫　医師の長時間労働問題と労働運動
第１部　労働経済と労働者生活
第２部　経営労務と労使関係
第３部　労働組合の組織と運動
第４部　労働組合と政治・社会運動
第５部　労働・社会政策
≪付録≫　労働組合の現状 ／労働組合名簿／統計／年表
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一年間に起きた社会・労働分野の変化と

課題がわかる貴重なデータブック

最新2021年版 第91集

法政
大学大原社会問題研究所編

本年鑑５つの特徴
❶その年に起きた社会・労働分野の変化や問題、
課題を正確に記録、解説。
「特集」と「5つの基本テーマ」で構成、収録。
❷特に重要なテーマについては、「特集」でさらに
深く詳しく解説。

❸政治・経済・経営・社会保障などの視点からも論述。
❹理解が深まる豊富な図表とグラフ。
❺社会全体の動きやポイントになる出来事を
　６つの分野に分けて「年表」で巻末に収録。
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――おもな内容――

『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
いる時期はありません。私がこれらの問題について調
べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン
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